
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、
世
界
的
に
森

林
保
護
の
意
識
が
強
く
な
る
と
と
も
に
国

産
材
活
用
促
進
な
ど
の
機
運
も
高
ま
っ
て

き
て
い
た
。
同
社
で
は
、
使
用
す
る
木
材

の
約
90
％
を
国
産
材
が
占
め
る
な
ど
、
地

産
地
消
を
推
進
。
豊
富
な
森
林
資
源
を
有

効
活
用
し
、
山
林
を
整
然
と
維
持
管
理
す

る
こ
と
は
洪
水
や
土
砂
災
害
の
防
止
に
も

つ
な
が
り
、C
O
2
削
減
に
も
寄
与
す
る
。

　
合
板
の
製
造
工
程
は
大
き
く
四
つ
に
分

か
れ
る
。
始
め
に
、
原
木
を
大
根
の
桂
む

き
の
よ
う
に
ミ
リ
単
位
で
薄
く
剥
く
。
次

に
、
温
度
や
湿
度
、
風
速
や
風
量
な
ど
を

調
整
し
な
が
ら
、
木
に
含
ま
れ
る
水
分
量

を
10
％
程
度
に
ま
で
乾
燥
。
そ
の
後
、
層

の
向
き
を
交
互
に
重
ね
て
接
着
さ
せ
て
い

き
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
最
終
検
査
に
入

る
。
一
枚
一
枚
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
薄
板

を
繊
維
方
向
に
直
交
さ
せ
て
い
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
高
い
耐
久
性
を
発

揮
す
る
上
、
無
垢
材
と
比
し
て
伸
び
縮
み

も
少
な
い
。「
木
は
産
地
や
種
類
な
ど
に

よ
っ
て
一
本
一
本
異
な
る
上
、
加
工
時
の

気
温
や
湿
度
な
ど
に
も
影
響
さ
れ
る
た

め
、
ど
の
作
業
に
も
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
木
材
の
優

れ
た
特
性
を
よ
り
高
め
た
建
築
資
材
が
合

板
な
の
で
す
。
一
本
の
丸
太
か
ら
広
い
面

積
の
材
料
を
得
ら
れ
る
た
め
、
無
駄
が
少

な
く
、
地
球
環
境
に
も
や
さ
し
い
ん
で
す

よ
」
と
荒
木
本
部
長
は
語
る
。

　
木
材
の
性
質
を
兼
ね
備
え
つ
つ
、
耐
久

　
合
板
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
合
板
と
は
そ
の

名
の
通
り
、
薄
く
剥
い
た
“
板
”
を
接
着

剤
で
貼
り
“
合
わ
せ
て
”
作
っ
た
木
の

板
。
か
つ
て
は
製
造
工
程
の
精
度
や
接
着

剤
の
品
質
の
悪
さ
な
ど
が
原
因
で
は
が
れ

や
す
か
っ
た
た
め
、
一
部
で
は
粗
悪
な
印

象
が
抱
か
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
製
造
技
術
が
進
化

し
、
強
く
て
幅
が
あ
り
、
伸
び
縮
み
の
少

な
い
優
れ
た
材
料
へ
と
発
展
。
建
築
物
の

壁
や
床
、
屋
根
の
下
地
な
ど
の
建
材
と
し

て
使
う
目
的
で
製
造
さ
れ
る
構
造
用
合
板

は
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
多
く
の
建

築
物
を
支
え
て
お
り
、
そ
の
厚
み
や
強
さ

は
使
用
箇
所
に
よ
っ
て
J
A
S
規
格
で
厳

し
く
定
め
ら
れ
て
い
る
。《
島
根
合
板
株

式
会
社
》
常
務
取
締
役
の
荒
木
裕
二
生
産

本
部
長（
51
）は
、「
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
が
採
用
す
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法

な
ど
、
建
物
を
面
で
支
え
る
建
築
は
高
性

能
な
構
造
用
合
板
が
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
す
」
と
紹
介
す
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
真
っ
た
だ
中
の
１
９

６
４
年
、
前
身
の
会
社
が
益
田
市
内
で
創

業
。
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
合
併
な
ど
を
経

て
97
年
、
現
在
の
地
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
針
葉
樹
に
特
化
し
た
工
場
を
開
設
す

る
。
従
来
日
本
で
は
安
価
な
輸
入
広
葉
樹

合
板
の
可
能
性
を
追
求

国
産
材
活
用
に
も
注
力

日新グループ／島根合板 株式会社
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日本の林業や地球環境に貢献
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日新グループ／島根合板 株式会社

　奥出雲町出身で、大学では酒米の研究をしてい
た内田さん。「県内屈指の業績を誇るとともに、環
境循環型社会の実現にも向き合っている会社だと
知り、興味を持ちました」。故郷で農業関係の仕事
に携わりたいと考えていたこともあり、森林の成長
や再生にも注力している当社は魅力的に映った。
　約半年間の現場研修を経て、品質管理課に配
属。薄い単板をいくつも貼り合わせている合板に
とって、特に重要なのが接着性能の確保だ。内田
さんらは、煮沸したり、両側から強い力で引っ張っ
たりするなどの試験を繰り返し、単板がはがれない
かを確認。「滅多にないことですが、接着剤の付け
忘れや量が少ないなどの理由で不具合を見つける
ことも。お客様のもとに不良品を届けないよう気
を引き締めています」。剥離試験や接着試験のほ
か、一本の原木がどれほど製品化しているかを調
べる歩留まり試験や単板の水分量を量る含水試験
なども担っている。
　入社の年に新設された社員寮に居住。「ホテル
並みにきれいで住み心地も抜群。職場に近く、家
賃は格安で助かっています」

　さまざまな用途に合わせ、多種多様な材料や方
法で加工される合板は、JAS規格で品質や形状な
どの基準が定められている。その基準に合致する
よう確認したり、調整したりするのが、製品の仕上
げを担当する生産３課の役割だ。「接着しただけの
ものは形やサイズも不揃いなので、規格に合わせ
てカットします。厚みも１ミリ未満の誤差で揃える
必要があるため、電動サンダーなどで丁寧に研磨
していきます。規格に合致しないと製品として成り
立たないので気を遣いますね」と森さん。そうし
て一枚一枚チェックした後は１００枚の山に積み上
げ、今度は側面からも不良品がないかを３人体制
で検品する。「機械で流れている製品を静止させず
に確認するので連携が大切です」
　製品ごとに分厚い束に梱包し、倉庫まで移動す
るのも森さんの担当。業務に不可欠なフォークリフ
トの免許は入社後、出張扱いで講習を受けて取得
し、今は自在に操っている。「地元の浜田水産高校
出身なんで（笑）。今の仕事に関係する技術や知
識は一から学びました」。今後は、機械トラブルの
解決なども担えるようスキルアップを目指す。

品質管理課
内田 将人さん（24）

2021年入社

生産3課
森 陽一さん（21）

2021年入社

入社後に得たスキルや知識を生かし
JAS規格に合わせる仕上げ作業を担当

出荷前の合板品質をチェック
快適な社員寮生活でエネルギーチャージ

採用担当者からあなたへ

事業内容

総務・人事・経理本部
湯浅 崇裕さん

合板製造販売業

島根合板 株式会社

私たちは合板の製造・販
売を通して、地域あるいは
人々の暮らしに貢献し、自分
自身を成長させることがで
きます。挨拶がしっかりで
き毎日元気よく仕事に取り
組む人を求めています。優し
くて面白い先輩社員が全力
でサポートします。工場見学
いつでも大歓迎です。

公式サイトは
こちら

0855-27-1625

yuasatakahiro@nisshin.gr.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和39（1964）年11月28日
代表者　代表取締役　又賀 航一
社員数　190名（男178名　女12名）
本　社　島根県浜田市治和町ロ895-2
電　話　0855-27-1625

浜田市
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木々に囲まれるようにして建つ島根合板の工場。同社には、原木の入荷や製品化した合板の出荷などでひっきりなしにトラックが往来する 「合板製造には高い技術力と扱う人間の
繊細さが求められる一方、IT化自動化の推進で力仕事は随分減りました。誰でも頑張ることができる職場です」と話す荒木常務取締役・生産本部長 最大直径約70センチの原木は、大
根の桂むきのように数ミリ単位の薄い板に削られる 2021年に新設された社員寮。全部屋Wi-Fi完備で、バス・トイレ別、サンルーム付きと快適な環境だ 自社配合の接着剤を塗布し
てプレス。単板と単板をつなぎ合わせる接着工程は、合板の要だ 女性社員が安心してくつろげるよう専用の休憩室も設置

性
に
優
れ
、
コ
ス
ト
も
抑
制
で
き
る
な
ど

多
く
の
優
れ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
や
下
地
や
型
枠
だ
け
で
な
く
、

内
装
や
家
具
、
什
器
に
も
使
わ
れ
る
な
ど

魅
力
的
な
ア
イ
テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
同
社
で
も
石
こ
う
ボ
ー
ド
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
、
よ
り
軽
く
強
度
の
あ
る

内
装
用
ラ
イ
ナ
ー
合
板
、
フ
ロ
ア
材
の
下

地
と
し
て
使
う
フ
ロ
ア
台
板
な
ど
を
製

造
。
現
在
は
非
構
造
用
合
板
が
合
板
総
生

産
量
の
約
２
割
を
占
め
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献
活
動
も
熱

心
だ
。
浜
田
で
の
操
業
当
初
か
ら
グ
ル
ー

プ
会
社
が
所
有
す
る
山
林
で
の
植
林
活
動

を
実
施
。
入
社
３
、４
年
の
若
手
社
員
が

２
泊
３
日
で
山
に
入
り
、
下
刈
り
か
ら
間

伐
、
苗
木
の
植
栽
ま
で
を
行
い
、
森
林
再

生
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　
工
場
で
は
、
合
板
製
造
の
過
程
で
発
生

し
た
端
材
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
熱

源
と
し
て
活
用
。
燃
料
と
な
る
木
材
は
成

長
過
程
で
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
を
吸

収
し
て
い
る
た
め
、
燃
料
と
し
て
燃
や
す

時
に
C
O
2
を
排
出
し
て
も
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
ゼ
ロ
と
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
に
お

い
て
も
環
境
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
。

２
０
１
７
年
度
に
は
単
板
乾
燥
時
に
排
出

さ
れ
る
ガ
ス
を
ほ
ぼ
純
粋
な
水
蒸
気
に
近

い
状
態
に
浄
化
可
能
に
す
る
燃
焼
装
置
を

設
置
。
同
年
に
は
経
済
産
業
省
の
「
地
球

未
来
牽
引
企
業
」
に
認
定
さ
れ
た
。

　
日
新
グ
ル
ー
プ
の
国
内
シ
ェ
ア
は
30
％

超
。
２
工
場
が
稼
働
し
、
合
板
製
造
の
中

核
を
担
う
同
社
に
は
、
九
州
地
方
や
島
根

県
東
部
な
ど
遠
方
か
ら
の
就
職
希
望
者
も

少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
21
年
、
全
部
屋

W
i
F
i
完
備
で
、
サ
ン
ル
ー
ム
も
付
い

た
快
適
な
社
員
寮
を
新
設
。
共
用
室
に
あ

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
や
筋
ト
レ
マ
シ
ン

を
備
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
社

員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
社
内
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
平
屋
だ
っ
た
建
物
を
２
階

建
て
に
増
築
し
、
横
た
わ
る
こ
と
が
可
能

な
畳
の
ス
ペ
ー
ス
や
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
付
き
の
個
室
も
新
設
し
た
。
女
性

や
外
国
人
社
員
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
男
女
兼
用
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、
女

性
専
用
の
部
屋
も
併
設
し
た
。
荒
木
本
部

長
は
、「
か
つ
て
は
力
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ

も
強
か
っ
た
合
板
製
造
現
場
で
す
が
、
今

や
工
場
の
自
動
化
や
I
T
化
が
進
み
、
ど

ん
な
人
で
も
働
き
や
す
い
職
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
部
署
に
よ
っ
て
も
仕
事
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
一
人
一
人
の
適
性
に
応
じ

た
働
き
方
が
で
き
る
は
ず
」
と
話
す
。

　
木
材
よ
り
強
く
て
幅
が
広
く
、
伸
び
縮

み
が
少
な
い
合
板
は
、
建
築
物
の
下
地
か

ら
内
装
な
ど
ま
で
今
や
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
。
そ
の
魅
力
を
再

認
識
で
き
る
会
社
だ
。

社
員
に
よ
る
植
林
活
動
推
進

地
球
未
来
牽
引
企
業
に
認
定

採用エリア（勤務地） 

039 038


